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①
災
害
情
報
テ
レ
フ
ォ
ン

ガ
イ
ド

　

市
内
で
発
生
し
た
火
災
な
ど

に
よ
る
消
防
署
の
出
動
情
報
を

入
手
で
き
ま
す
。

☎
０
５
４
（
２
０
４
）
０
１
１
９

※
通
話
料
金
が
発
生
し
ま
す
。

※
一
部
の
電
話
で
は
利
用
で
き

　

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
ま
き
の
は
ら
Ｔ
ｅ
ａ

メ
ー
ル
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト

　

建
物
・
山
林
火
災
情
報
に
つ

い
て
は
、
メ
ー
ル
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
配
信
し
て
い
ま
す
。

▼
ま
き
の
は
ら
Ｔ
ｅ
ａ
メ
ー
ル

　

左
の
ア
ド
レ
ス
を
直
接
入
力

す
る
か
、
下
記
二
次
元
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
、
空
メ
ー
ル
を

送
っ
て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

bousai.m
akinohara-city

　

@
raiden2.ktaiw

ork.jp

▼
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

（
ア
カ
ウ
ン
ト
名
＝
牧
之
原
市
）

　

ホ
ー
ム
画
面
で「
牧
之
原
市
」

と
検
索
す
る
か
、
下
記
二
次
元

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
友
だ
ち

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

    

消
防
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
29
年
３
月
12
日
の
法
律
改
正
に

よ
り
、
普
通
免
許
で
運
転
可
能
な
車
両

総
重
量
が
３
・
５
ト
ン
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
法
改
正
後
に
取
得

し
た
普
通
免
許
で
は
、
市
消
防
団
で
所

有
す
る
３
・
５
ト
ン
以
上
の
消
防
車
両

を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
消
防
団
員
を
対
象

と
し
て
、
準
中
型
自
動
車
運
転
免
許
取

得
費
用
の
補
助
制
度
を
創
設
し
、
運
用

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
静
岡
県
消
防

協
会
の
補
助
制
度
も
併
せ
て
利
用
で
き

ま
す
。

入団のきっかけは、社会人になり
地域に貢献できることがしたいと
考えたことです。入団前は「自分
にできるだろうか」と不安もあり
ましたが、実際に入団してみると
分団長をはじめ先輩団員の方々は
とても優しく、楽しく活動してお
ります。
消防団員として責任感を持ち、地
域に貢献できるよう一生懸命活動
していきます。

大
お お

石
い し

 峻
しゅん

平
ぺ い

 団員（勝間田区）

第５分団新入団員から（地頭方区）第10分団から

私たち第10分団は、地頭方地区を管轄しており、49
人で「自らの地域は、自ら守る」を胸に、消防団活動
を行っております。
最近では火災だけでなく、竜巻災害や大雨災害などが
記憶に残っており、消防団が必要とされることが多く
なっていると感じています。
市民の生命財産を守るため、私たちと生まれ育った地
域を守っていきませんか。

　

牧
之
原
市
消
防
団
は
、
現
在
４
３
9

人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
安
全

安
心
の
た
め
、
地
域
防
災
の
中
核
を

担
っ
て
い
ま
す
。

［
消
防
団 

Ｑ
＆
Ａ
］

Ｑ　

消
防
団
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る

の
？

Ａ　

消
火
活
動
、
風
水
害
対
応
、
花
火

　

大
会
警
備
、
防
災
訓
練
な
ど
の
地
域

　

活
動
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に

　

参
加
し
ま
す
。

Ｑ　

消
防
団
に
入
る
た
め
に
は
？

Ａ　

市
内
に
居
住
、
勤
務
、
在
学
す
る

　

人
で
、
年
齢
が
18
歳
以
上
な
ら
、
誰

 

準
中
型
自
動
車
運
転
免
許
の

 

取
得
費
用
を
補
助
し
ま
す

　
牧
之
原
市
消
防
団  

新
入
団
員
募
集
！

認定こども園すすき幼稚園での花火教室

　

で
も
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ　

仕
事
で
忙
し
い
場
合
は
？

Ａ　

も
ち
ろ
ん
仕
事
や
学
業
を
優
先
し

　

て
く
だ
さ
い
。
団
員
は
、
仕
事
や
学

　

業
と
両
立
し
、
家
庭
の
協
力
を
得
な

　

が
ら
、
空
い
た
時
間
で
活
動
し
て
い

　

ま
す
。

Ｑ　

消
防
団
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
？

Ａ　

消
防
団
員
は
非
常
勤
特
別
職
の
地

　

方
公
務
員
で
す
。
活
動
に
必
要
な
資

　

機
材
は
無
償
で
貸
与
さ
れ
、
活
動
年

　

数
に
応
じ
た
退
職
報
奨
金
が
支
給
さ

　

れ
ま
す
。
公
務
災
害
補
償
な
ど
福
利

　

厚
生
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

消
防
団
に
入
っ
て
良
か
っ
た
こ
と

は
？

実質負担額ゼロ

（例）
免許取得費用

15万円

準中型自動車運転免許
取得事業費補助制度

市から
10万円の補助

準中型自動車運転免許
平成29年３月12日に新た
に施行された、「普通免許」
と「中型免許」の間に当た
る新しい運転免許の種類。
この免許を取得すること
で、車両総重量７．５トン
未満、最大積載量４．５ト
ン未満の車両を運転するこ
とができます。

出初め式での放水（前年の様子）

メッセージ

静岡県消防協会から
５万円の補助

③
夜
警
巡
視
に
ご
協
力
を

　

消
防
団
で
は
、
夜
警
巡
視
を

12
月
か
ら
２
月
末
ま
で
実
施
し
、

火
災
の
発
生
予
防
お
よ
び
早
期

発
見
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

夜
間
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
消

防
車
輌
で
巡
回
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
巡
視
期
間
や
時
間
帯
は
、

地
域
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

④
新
春
出
初
め
式

　

令
和
６
年
牧
之
原
市
消
防
団

出
初
め
式
を
執
り
行
い
ま
す
。

　

１
年
の
無
火
災
・
無
災
害
を

祈
願
し
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ

の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
す
る
消

防
操
法
を
披
露
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
観
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
１
月
７
日


　
　
　

午
後
１
時
～
（
予
定
）

場
所　
相
良
中
学
校

まきのはらTeaメール

LINE公式アカウント

松
ま つ

林
ばやし

 久
ひ さ

斗
と

  分団長 Ａ　

地
域
や
仲
間
と
の
つ
な
が
り
が
で

　

き
ま
す
。
学
生
時
代
の
同
級
生
や
先

　

輩
・
後
輩
と
再
会
し
た
り
、
消
防
団

　

を
通
じ
て
新
し
い
仲
間
が
で
き
た
り

　

し
ま
す
。

女
性
消
防
隊

　

牧
之
原
市
消
防
団
女
性
消
防
隊
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

女
性
消
防
隊
は
、
火
災
現
場
へ
向
か

う
男
性
消
防
団
員
と
は
違
い
、
女
性
な

ら
で
は
の
視
点
か
ら
地
域
に
貢
献
す
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
女
性
消
防
隊
で

は
、
新
入
団
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
入
隊
し
て
、
私
た
ち
と
一
緒

に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

［
具
体
的
な
活
動
例
］

●�

応
急
手
当
普
及
員
の
資
格
を
取
得

し
、
地
域
で
応
急
救
護
普
及
活
動
を

実
施

●�

幼
稚
園
、
保
育
園
を
ま
わ
り
、
子
ど

も
た
ち
へ
花
火
の
安
全
な
遊
び
方
を

教
え
る
花
火
教
室
を
実
施

●�
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会
へ

の
参
加

●�

辞
令
交
付
式
や
出
初
め
式
な
ど
、
消

防
団
式
典
へ
の
参
加

●�

そ
の
他
、
夜
警
巡
視
な
ど
啓
発
活
動

や
広
報
活
動
を
実
施
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